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学
習
書
は
、
勉
強
す
る
側
で
あ
れ
、
お
し
え
る
側
で
あ
れ
、
実
際
に

そ
れ
を
つ
か
っ
て
み
な
い
と
、
本
当
の
価
値
は
わ
か
ら
な
い
。
評
者
は

残
念
な
が
ら
そ
の
機
会
を
え
な
か
っ
た
た
め
に
、
本
稿
は
表
面
的
な
こ

と
が
ら
に
終
始
す
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
、
ま
ず
は
お
許
し
い
た
だ

き
た
い
（
文
中
敬
称
略
）。

本
書
は
、
長
谷
川
寛
著
『
標
準
中
国
語
作
文
』（
改
訂
版
）（
一
九
六
四

年
第
一
刷
、
一
九
六
七
年
改
訂
第
一
刷
、
一
九
九
五
年
改
訂
第
一
七
刷
、
書
籍

文
物
流
通
会
、「
前
編
」
と
略
称
）
お
よ
び
『
標
準
中
国
語
作
文
』
続
編
（
改

訂
版
）（
一
九
六
七
年
第
一
刷
、一
九
九
五
年
改
訂
第
九
刷
、張
世
国
と
共
著
、「
続

編
」
と
略
称
）
の
二
書
を
一
冊
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
（
書
誌
情
報
は

本
書
の
監
修
者
で
あ
る
中
山
時
子
の
序
文
と
評
者
の
現
物
確
認
に
よ
る
）。
全

八
八
課
（
前
編
六
〇
課
、
続
編
二
八
課
）
か
ら
な
り
、
各
課
は
キ
ー
表
現

と
な
る
語
や
フ
レ
ー
ズ（
た
と
え
ば
第
一
〇
課“
在
（
い
る
）”・
第
一
九
課“
正

別
解
の
宝
庫
と
し
て
生
ま
れ
か
わ
っ
た
名
著

遠
藤　

雅
裕

Book Review
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在
～
呢
（
…
し
て
い
る
）”
等
）
が
タ
イ
ト
ル
と
な
っ
て
い
る
。
各
課
は

見
開
き
二
ペ
ー
ジ
で
あ
り
、
左
ペ
ー
ジ
に
タ
イ
ト
ル
・
関
連
す
る
例
題
・

解
説
、右
ペ
ー
ジ
に
練
習
問
題
（
前
編
は
各
課
一
〇
題
、続
編
は
各
課
七
題
、

合
計
七
九
四
題
）・
模
範
解
答
・
単
語
等
と
な
っ
て
い
る
。
各
課
の
ト
ピ
ッ

ク
は
、
数
詞
（
第
一
課
）・
単
純
な
主
述
文
（
第
二
課
）
か
ら
“
不
但
～

而
且
～
”（
第
五
三
課
）・“
尽
管
～
也
～
”（
第
七
九
課
）
な
ど
か
ら
構
成

さ
れ
る
複
文
に
ま
で
わ
た
っ
て
い
る
。

著
者
の
長
谷
川
は
、
一
九
六
三
年
に
は
す
で
に
前
編
を
教
科
書
と
し

て
東
京
外
国
語
大
学
の
一
年
次
週
三
回
の
授
業
で
使
用
し
て
い
る
（
佐

藤
二
〇
〇
〇
）。前
編
序
の
日
付
が
一
九
六
一
年
一
月
三
日
で
あ
る
の
で
、

当
時
使
用
し
て
い
た
も
の
は
試
用
本
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

長
谷
川
は
、
明
治
が
大
正
に
か
わ
る
一
九
一
二
年
に
新
潟
県
に
う
ま

れ
、
一
九
三
四
年
三
月
に
東
京
外
国
語
学
校
支
那
語
部
を
卒
業
し
た
。

長
谷
川
寛
・
張
世
国
原
著
／

中
山
時
子
監
修
／
田
芳
校
訂

新
訂
　
標
準
中
国
語
作
文
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そ
の
後
、
山
口
高
等
商
業
学
校
を
へ
て
、
戦
後
は
東
京
外
国
語
大
学
教

授
を
つ
と
め
、
一
九
八
一
年
に
逝
去
し
て
い
る
（
六
角
一
九
九
四
・
佐
藤

二
〇
〇
〇
。
卒
年
に
つ
い
て
、六
角
一
九
九
四
で
は
一
九
八
二
年
と
し
て
い
る
）。

長
谷
川
は
こ
の
間
に
中
国
語
の
教
科
書
・
参
考
書
類
を
数
多
く
出
版
し

て
い
る
。
六
角
一
九
九
四
が
「
中
国
語
の
作
文
の
分
野
で
仕
事
を
し
た
」

（
二
三
八
頁
）
と
紹
介
す
る
よ
う
に
、
本
書
の
ほ
か
、『
最
新
日
語
支
譯

の
研
究
』（
一
九
四
三
年
、
外
語
学
院
出
版
部
、
評
者
未
見
、
六
角
一
九
九
四

よ
り
）・『
中
國
語
作
文
』（
一
九
五
四
年
、
白
水
社
）
な
ど
の
学
習
書
を

出
版
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
外
国
語
学
習
法
は
、
規
則
を
体
系
的
に
学
習
す
る
ト
ッ

プ
ダ
ウ
ン
的
方
法
と
、
言
語
刺
激
を
大
量
に
イ
ン
プ
ッ
ト
す
る
よ
う
な

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
的
方
法
に
大
別
で
き
る
だ
ろ
う
。
両
者
は
い
ず
れ
も
重

要
で
、
ど
ち
ら
か
一
方
の
み
で
は
お
お
き
な
学
習
効
果
は
期
待
で
き
な

い
。本
書
は
お
お
く
の
例
題
と
演
習
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
た
め
に
、

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
的
学
習
書
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

本
書
の
出
版
に
際
し
て
は
、
い
く
ら
か
の
修
正
や
補
充
が
成
さ
れ
て

い
る
。
原
著
と
比
較
し
て
、
主
た
る
変
更
点
は
（
1
）
ペ
ー
ジ
構
成
、

︵
2
︶
文
字
・
単
語
等
、︵
3
︶
各
課
タ
イ
ト
ル
、︵
4
︶
模
範
解
答
、

︵
5
︶
音
声
教
材
（
C

　

D
）
の
五
点
で
あ
る
。
以
下
、（
1
）
以
外
に
つ

い
て
、
本
書
と
前
編
一
九
六
四
年
版
・
一
九
六
七
年
版
と
の
異
同
を
確

認
し
つ
つ
そ
の
特
色
を
の
べ
て
み
た
い
（
続
編
に
つ
い
て
は
、
評
者
は
残

念
な
が
ら
確
認
す
る
機
会
を
え
な
か
っ
た
た
め
、
原
著
と
の
対
照
が
必
要
な
場

合
は
、
も
っ
ぱ
ら
前
編
に
よ
る
こ
と
と
す
る
）。

ま
ず
︵
2
︶
に
つ
い
て
は
、
原
著
を
そ
こ
な
わ
な
い
範
囲
で
日
本
語

や
中
国
語
の
表
記
や
単
語
が
あ
ら
た
め
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
日

本
語
に
つ
い
て
は
「
電
気
時
計
」
が
「
デ
ジ
タ
ル
時
計
」（
第
一
五
課
練

習
四
）
に
、「
女
中
」
が
「
家
政
婦
」（
第
四
四
課
例
題
四
）
に
あ
ら
た
め

ら
れ
て
い
る
。
中
国
語
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
（
前
編

一
九
六
四
年
版
・
前
編
一
九
六
七
年
版
・
本
書
の
順
）。

第
九
課　
　

例
題
一
「
病
院
」　　
“
病
院
”
→
“
医
院
” 

→
“
医
院
”

　
　
　
　
　

例
題
四
「
喫
茶
店
」　
“
茶
館
儿
”
→
“
咖
啡
馆
儿
”
→

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

“
咖
啡
馆
儿
”

第
三
七
課　

練
習
五
「
硬
水
」　　
“
苦
水
”
→
“
苦
水
”
→
“
硬
水
”

　
　
　
　
　
　
　
　

 

「
飲
料
水
」 　
“
甜
水
”→“
甜
水
”→“
饮
用
水
”

︵
3
︶
は
タ
イ
ト
ル
の
修
正
で
あ
り
、
上
述
の
よ
う
に
語
や
フ
レ
ー

ズ
に
あ
ら
た
め
て
い
る
。
原
著
で
は
ほ
と
ん
ど
が
セ
ン
テ
ン
ス
で
あ
っ

た
。
た
と
え
ば
、
前
編
一
九
六
七
年
版
で
は
、
第
二
三
課
「
君
は
こ
の

部
屋
を
か
た
づ
け
な
さ
い
！
／
你
把
这
屋
子
收
拾
收
拾
！
」（
→
本
書「
…

を
／
把
～
」）、第
二
九
課「
う
れ
し
く
て
た
ま
ら
な
い
／
喜
欢
得
不
得
了
」

（
→
本
書
「
…
て
た
ま
ら
な
い
／
～
不
得
了
」）
な
ど
で
あ
る
。

タ
イ
ト
ル
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
例
題
・
練
習
問
題
と
密
接
に
関

連
性
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、特
に
第
六
〇
課
ま
で
の
前
編
部
分
で
は
、
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タ
イ
ト
ル
に
は
な
い
類
義
表
現
な
ど
も
ふ
く
み
、
や
や
複
雑
な
様
相
を

呈
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
第
二
二
課
“
一
边
～
一
边
～
”
で
は
“
随

～
随
～
”（
学
ぶ
は
じ
か
ら
忘
れ
る
。（
随
学
随
忘
。））
を
も
、
第
三
一
課

“
又
～
又
～
”
で
は
、“
也
～
也
～
”（
ぼ
く
も
い
ら
な
い
、
君
も
い
ら
な
い
、

捨
て
よ
う
。（
我
也
不
要
，你
也
不
要
，扔
了
吧
。））
を
も
あ
つ
か
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、
最
初
の
例
題
が
タ
イ
ト
ル
と
は
こ
と
な

る
場
合
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
類
義
表
現
は
例
題
の
下
の
「
要
点
」
で
解

説
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
例
題
と
タ
イ
ト
ル
の
関
連
性
は
重
要
で
あ
る

の
で
、
例
題
の
順
番
を
入
れ
替
え
る
な
ど
の
修
正
が
ほ
し
い
と
こ
ろ
で

あ
る
。

︵
4
︶
の
模
範
解
答
は
練
習
問
題
に
今
回
あ
ら
た
に
補
足
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。こ
れ
は
ま
さ
に
本
書
の
白
眉
と
い
え
、別
解
の
宝
庫
と
な
っ

て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
模
範
解
答
は
三
名
の
中
国
人
教
師
（
A

先
生
と
C
先
生
は
北
京
出
身
、
B
先
生
は
上
海
出
身
）
に
よ
る
も
の
で
、
三

名
の
解
答
が
一
致
す
る
場
合
か
ら
三
者
三
様
の
場
合
ま
で
、
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
と
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
本
書
全
体
の
解
答
の
一
致
率
は
、
全

一
致
六
・
一
％
、
A

　

B
の
み
三
・
六
％
、
A

　

C
の
み
七
・
四
％
、
B

　

C
の

み
三
・
二
％
、
全
不
一
致
七
九
・
七
％
で
あ
る
。
つ
ま
り
練
習
問
題
の
八

割
に
は
三
つ
の
正
解
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
率
は
問
題
の
パ
ラ
メ
ー

タ
が
ふ
え
る
ほ
ど
あ
が
り
、
第
三
〇
課
前
後
か
ら
八
〇
～
一
〇
〇
％

に
な
る
。
た
と
え
ば
、「
彼
は
私
の
友
人
（
朋
友
）
で
は
な
い
。」（
第
六

課
、一
三
頁
）
の
解
答
は
「
他
不
是
我
的
朋
友
。」
で
一
致
し
て
い
る
が
、

第
三
四
課
練
習
九「
知
ら
な
い
字
が
あ
っ
て
、わ
た
し
は
読
め
ま
せ
ん
。」

の
解
答
は
、
A
‘
有
不
认
得
的
字
，
我
不
会
念
。’・
B
‘
有
不
认
识
的

字
，
我
读
不
来
。’・
C
‘
里
面
有
不
认
得
的
字
，
我
念
不
下
来
。’
の

よ
う
に
す
べ
て
こ
と
な
っ
て
い
る
。

模
範
解
答
の
多
様
性
は
、
話
者
の
こ
の
み
や
母
語
（
方
言
）
の
干
渉
、

問
題
文
の
多
義
性
な
ど
に
由
来
し
て
い
る
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。
た
と

え
ば
、
B
先
生
の
解
答
で
、
第
一
五
課
練
習
二
の
「
置
時
計
」（
座
钟
）

に
“
台
钟
”
が
つ
か
わ
れ
て
い
る
の
は
上
海
語
の
干
渉
で
あ
ろ
う
。
第

二
二
課
（“
一
边
～
一
边
～
”）
の
練
習
で
、
C
先
生
の
模
範
解
答
に
“
V1

着
V2
”
と
い
う
形
式
が
お
お
い
の
は
、
個
人
的
な
こ
の
み
の
反
映
で
あ

る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
第
三
五
課
練
習
二
「
車
で
行
け
ば
…
」
に

つ
い
て
の
解
答
が
A
‘
坐
车
去
’・
B
‘
开
车
子
去
的
话
’・
C
‘
开
车

去
’
と
な
る
の
は
、
中
国
語
で
は
、
自
動
車
に
客
と
し
て
の
る
場
合
と

自
分
で
運
転
す
る
場
合
で
は
動
詞
を
つ
か
い
わ
け
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と

に
よ
る
。
こ
れ
は
日
本
語
の
問
題
文
が
多
義
的
で
あ
る
た
め
だ
。

こ
の
よ
う
に
、
評
者
に
と
っ
て
は
大
変
に
興
味
深
い
模
範
解
答
で
あ

り
、
ま
た
、
模
範
解
答
に
言
語
表
現
の
多
様
性
を
提
示
す
る
こ
と
は
学

習
者
に
と
っ
て
も
意
義
深
い
こ
と
だ
と
か
ん
が
え
る
。
た
だ
、
独
習
で

本
書
を
使
い
こ
な
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
あ
る
程
度
中
国
語
力
を
身

に
つ
け
た
人
に
限
定
さ
れ
る
だ
ろ
う
。独
習
者
の
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
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そ
れ
ぞ
れ
の
模
範
解
答
に
も
解
説
を
つ
け
る
か
、
模
範
解
答
を
一
つ
に

し
ぼ
り
、
解
説
で
別
解
を
提
示
す
る
方
法
が
か
ん
が
え
ら
れ
る
が
、
紙

幅
を
か
ん
が
え
る
と
な
や
ま
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

最
後
に
︵
5
︶
で
あ
る
が
、
例
題
と
模
範
解
答
に
つ
い
て
、
音
声
が

M
　

P
　

3
の
形
式
で
添
付
さ
れ
た
こ
と
も
特
筆
に
値
す
る
。
評
者
の
し
る

か
ぎ
り
、
作
文
の
学
習
書
に
音
声
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
ほ
ぼ
な

い
。
つ
ま
り
、
問
題
を
解
い
た
後
で
、
模
範
解
答
を
何
度
も
聞
き
、
発

音
す
る
こ
と
で
定
着
を
は
か
る
こ
と
で
き
る
の
で
あ
る
。
外
国
語
学
習

に
お
い
て
、
音
声
教
材
の
重
要
性
は
言
を
ま
た
な
い
。

こ
の
ほ
か
、
部
分
的
に
ふ
る
く
な
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
本
書
が

時
代
を
こ
え
て
普
遍
的
で
あ
る
日
常
的
な
こ
と
が
ら
を
主
要
な
題
材

に
し
て
い
る
こ
と
も
大
き
な
特
色
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
戦
後
の
、
特

に
中
国
に
お
け
る
共
産
党
政
権
成
立
後
か
ら
し
ば
ら
く
の
中
国
語
教
育

を
考
慮
す
る
と
、
や
は
り
評
価
さ
れ
て
よ
い
点
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の

は
、
七
〇
年
代
ご
ろ
ま
で
の
中
国
語
教
育
は
、
中
国
の
政
治
状
況
の
影

響
を
お
お
か
れ
す
く
な
か
れ
こ
う
む
っ
て
い
た
か
ら
だ
。
た
と
え
ば

一
九
六
〇
年
代
末
に
は
、
予
定
さ
れ
て
い
た
第
一
回
中
国
語
検
定
試
験

に
つ
い
て
、
毛
沢
東
思
想
に
立
脚
し
「
中
国
語
教
育
は
政
学
一
致
で
あ

る
べ
き
」
な
ど
の
意
見
が
外
部
か
ら
だ
さ
れ
、
中
止
に
追
い
こ
ま
れ
る

な
ど
の
問
題
が
お
き
て
い
る
（
日
本
中
国
語
検
定
協
会
一
九
六
八
）。
当
然

こ
の
時
期
の
教
材
に
も
こ
の
種
の
影
響
が
み
え
る
。
宮
田
一
郎
は
「
中

国
の
情
勢
に
敏
感
に
対
応
す
る
と
い
う
点
で
は
、
テ
キ
ス
ト
類
で
も
言

え
ま
す
ね
。
文
革
で
毛
語
録
が
盛
ん
に
振
ら
れ
た
時
期
に
は
、‘
这
是

什
么
？
’‘
这
是
毛
主
席
语
录
。’
と
い
う
よ
う
な
例
文
が
教
科
書
に
現

わ
れ
た
り
。」
と
述
懐
し
て
い
る
（
牛
島
等
一
九
七
九
： 

五
）。
こ
の
種
の

例
と
し
て
は
、‘
你
不
是
工
人
阶
级
吗
？
买
土
地
想
做
地
主
吗
？
’（
中

国
語
友
の
会
一
九
五
七
『
や
さ
し
い
中
国
語
三
』
東
京
：
江
南
書
院
、
四
六
頁
、

練
習
問
題
）、‘
苏
联
既
然
︵
是
︶
有
建
设
社
会
主
义
国
家
的
经
验
，
中

国
就
应
该
向
苏
联
学
习
。’（
金
子
二
郎
一
九
六
三
『
中
国
語
入
門
（
増
補
改

訂
版
）』
東
京
：
大
安
、
一
〇
〇
頁
、
練
習
七
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
時
代
に
あ
っ
て
、
本
書
は
政
治
の
影
響
が
限
定
的
で
あ
り
、

「
彼
ら
中
国
の
青
年
は
毛
沢
東
の
ア
ピ
ー
ル
に
応
じ
て
、
と
っ
く
に
労

働
に
参
加
し
て
い
る
（
他
们
中
国
的
青
年
，
响
应
了
毛
泽
东
的
号
召
，
早
已

参
加
劳
动
了
。）」（
第
四
四
課
例
題
六
）
な
ど
の
例
が
散
見
さ
れ
る
の
み
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
教
材
に
お
け
る
政
治
の
問
題
は
、
今
後
題
材
論
的

な
検
討
が
さ
ら
に
必
要
で
あ
ろ
う
。

近
年
は
出
版
物
の
寿
命
が
短
く
な
り
、
数
年
で
絶
版
と
い
う
こ
と
も

め
ず
ら
し
く
な
い
中
で
、
本
書
の
よ
う
な
半
世
紀
を
こ
え
る
学
習
書
は

稀
有
で
あ
る
。
新
訂
版
の
上
梓
を
機
に
、
本
書
が
さ
ら
に
つ
か
い
つ
づ

け
ら
れ
る
こ
と
を
い
の
り
た
い
。

【
付
記
】
本
稿
執
筆
中
に
、
本
書
の
監
修
者
で
あ
る
中
山
時
子
先
生
の
訃
報
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に
接
し
た
。
こ
こ
に
謹
ん
で
中
山
時
子
先
生
の
ご
冥
福
を
お
い
の
り
し
た
い
。
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